
美
鈴
が
丘
地
区
青
少
協
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

春
の
暖
か
さ
を
感
じ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
美

鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
は
、
新
元
号
令
和
と

な
っ
た
今
年
、
新
組
織
を

完
成
し
ま
し
た
。

美
鈴
が
丘
地
区
青
少
年

健
全
育
成
連
絡
協
議
会
は
、

「
こ
ど
も
育
成
部
」を
統

合
し
、「
青
少
協
委
員
」

に
変
更
し
ま
し
た
。
今
後

も
青
少
年
指
導
員
・
少
年

補
導
協
助
員
・
キ
ッ
ズ
サ

ポ
ー
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
・
ク
ラ
ブ
パ
パ
ス
の

方
々
と
一
致
団
結
し
て
取

り
組
む
組
織
に
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
誰
も
が
わ
か

り
や
す
く
動
き
や
す
い
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
結
集

で
き
る
組
織
と
し
て
若
返

り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
連
絡

協
議
会
の
目
的
は
、「
青

少
年
の
健
全
育
成
」で
す
。

地
域
住
民
の
総
意
を
結

集
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
地

域
の
宝
で
あ
る
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
図
る
た
め

に
、
街
ぐ
る
み
で
一
体
的

に
推
進
し
て
い
く
た
め
の

地
域
団
体
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
自
分
達
の
地
域
の

こ
ど
も
達
は
大
人
自
ら
が

率
先
垂
範
し
て
守
っ
て
い

く
新
し
い
組
織
と
し
て
作

り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
協
力
・
ご
指

導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
の
夏
ま
つ
り
は
、

若
者
を
中
心
に
多
数
の
住

民
が
つ
ど
い
大
盛
況
で
し

た
。
美
鈴
が
丘
を
故
郷
と

し
て
、
地
域
・
学
校
・
家

庭
を
愛
す
る
人
々
と
熱
く

語
り
ま
し
た
。
戦
後
75
年
、

昔
な
が
ら
の
日
本
の
教
育

は
、「
組
織
は
人
な
り
」

を
合
言
葉
に
国
民
が
一
致

団
結
し
て
驚
異
的
な
経
済

発
展
を
成
し
遂
げ
ま
し
た

が
、
昭
和
・
平
成
・
令
和

の
時
代
の
流
れ
は
急
激
で

私
た
ち
の
人
を
思
い
や
る

心
や
お
互
い
の
幸
福
を
願

う
心
や
報
恩
感
謝
実
践
を

忘
れ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
故
郷
美
鈴
が
丘
に
住

ん
で
40
年
が
過
ぎ
、
美
鈴

が
丘
小
学
校
・
美
鈴
が
丘

中
学
校
で
は
沢
山
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

て
、
両
校
で
40
周
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
美
鈴
が
丘
地

区
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
と
、
子
ど
も
育
成
部
が

合
体
し
て
地
域
役
員
の

方
々
と
共
に
、
地
域
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
達
が
、
あ

ら
ゆ
る
事
件
や
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、

更
な
る
見
守
り
と
声
掛
け

を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
美
鈴
が

丘
小
学
校
・
美
鈴
が
丘
中

学
校
・
美
鈴
が
丘
高
校
・

美
鈴
が
丘
駐
在
所
・
地
域

関
連
諸
団
体
の
役
員
・
地

域
住
民
の
皆
様
に
支
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
本

一
安
全
・
安
心
な
美
鈴
が

丘
を
目
指
し
て
全
員
一
丸

と
な
っ
て
、
自
助・共
助・

公
助
の
精
神
で
、
戦
争
の

な
い
平
和
な
国
造
り
を
、

私
た
ち
大
人
の
背
中
を
見

せ
な
が
ら
子
供
た
ち
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
、
40
年

目
を
迎
え
た
美
鈴
が
丘
地

子ども達が危険にさらされ、助けを求
めてきた場合緊急避難
場所として、一時的に
保護し、警察や学校、
保護者などの関係機関
へ連絡していただく所
です。

（いかのおすし）
１．�知らない人には絶対ついていかない
（いか）

２．知らない人の誘いにのらない（の）
３．危なかったら大きな声で叫ぶ（お）
４．�安全な場所に走ってすぐに逃げる（す）
５．�何かあったら、近くの大人や警察、
家の人、学校に知らせる（し）区

青
少
年
育
成
協
議
会
の

使
命
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

美
鈴
が
丘
地
区

青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会

�

会
長 

瀬
川　
晴
雄

「子ども110番の家」とは

街区 件数 構成比（％）
東 140 33.8

南   84 20.2

西 135 32.5

緑   56 13.5

合計 415 100
（令和２年２月現在）

子どもの安全５つの約束

広 報 み す ず 令和２（2020）年３月号⑴
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◆�

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
養
成
講
座�

公
民
館

悠
々
自
在（
特
定
非
営

利
活
動
法
人
）の
理
事
で

認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
河

井
裕
子
氏
の
話
で
パ
ネ
ル

を
見
な
が
ら
認
知
症
の
人

が
家
族
に
い
た
ら
ど
う
向

き
合
え
ば
良
い
か
。
認
知

症
に
な
る
と
記
憶
障
害
、

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

出
来
な
く
な
る
等
な
ど
の

た
く
さ
ん
の
予
期
せ
ぬ
こ

と
が
起
き
る
。
問
題
行
動

が
起
き
た
と
き
家
族
は
ご

近
所
と
ど
う
付
き
合
え
ば

◆
認
知
症
予
防
講
座

�

2
／
10

�

古
希
越
え
男
の
サ
ロ
ン

八
千
代
会
グ
ル
ー
プ
理

学
療
法
士
に
よ
る
認
知
症

予
防
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

76
人
の
参
加
を
得
て
興
味

深
く
熱
心
に
受
講
し
ま
し

た
。
認
知
症
を
防
ぐ
た
め

の
３
つ
の
方
法
は

①�

食
事
：
糖
質
を
控
え
て

水
溶
性
繊
維
食
物
を
摂

取
す
る
。

②�

運
動
：
有
酸
素
運
動
、

１
日
５
０
０
０
歩
、
約

40
分
を
目
安
に
歩
く

◆
第
３
回
美
鈴
カ
レ
ッ
ジ

　

�

知
っ
て
お
き
た
い
排
泄

と
お
む
つ�

１
／
20

王
子
ネ
ピ
ア
か
ら
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
広
島
オ
フ
ィ
ー

ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

“
知
っ
て
お
き
た
い
排
泄

と
お
む
つ
”と
題
し
て
の

講
演
が
開
催
さ
れ
た
。

１�

．
排
泄
に
つ
い
て
、
軽

失
禁
の
対
応
策

２�

．
紙
お
む
つ
の
種
類
、

選
び
方
、
当
て
方

な
ど
、
話
し
て
頂
き
見

本
を
見
て
触
っ
て
、
近
々

や
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

�

（
ク
ッ
ブ
）　
２
／
９

冬
場
の
室
内
競
技
と
し

て
北
欧
で
生
ま
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
。
参
加
し
た
40
人

は
10
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

競
技
。
ル
ー
ル
が
解
っ
て

く
る
と
次
第
に
楽
し
く

な
っ
て
各
コ
ー
ト
か
ら
歓

声
が
響
い
て
い
た
。
運
動

量
は
軽
め
高
齢
者
で
も
無

理
な
く
続
け
ら
れ
る
。

◆
介
護
保
険
に
つ
い
て

�

み
ど
り
サ
ロ
ン　
２
／
19

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
大
野
セ
ン
タ
ー
長
が

保
険
制
度
の
あ
ら
ま
し
に

つ
い
て
解
説
。
病
気
、け
が
、

認
知
症
な
ど
に
よ
っ
て
日

常
生
活
を
送
る
上
で
何
ら

か
の
支
障
が
生
じ
て
い
る

◆
普
通
救
命
講
習
会

�

防
災
部　
２
／
15

「
普
通
救
命
講
習
」と
は
、

緊
急
時
の
命
を
守
る
た
め

の
基
礎
知
識
と
ス
キ
ル
の

習
得
を
目
的
と
す
る
講
習

で
す
。「
人
工
呼
吸
法
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
使
用
法
」等
、
講
習

と
実
技
を
織
り
交
ぜ
て
受

良
い
の
か
？
こ
の
地
域
に

住
み
続
け
ら
れ
る
か
、
な

ど
一
人
で
抱
え
な
い
で
話

せ
る
相
手
を
見
つ
け
る
事

が
大
事
と
教
え
て
い
た
だ

い
た
。�

（
上
木
）

③�

会
話
：
話
す
相
手
が
お

り
、
考
え
な
が
ら
話
す

こ
と
が
大
事

３
つ
の
要
素
を
毎
日
実

行
す
れ
ば
日
常
生
活
に
支

障
な
く
趣
味
や
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
意
欲
的
な
元
気

な
シ
ニ
ア
に
な
る
。

い
思
い
が
あ
っ
て
実
感
し

ま
し
た
。

な
か
な
か
こ
う
い
う
教

室
は
な
い
と
の
感
想
。
出

席
者
は
全
員
勉
強
し
て
帰

り
に
は
お
土
産
を
頂
い
て

終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
日

は
関
心
が
高
く
60
人
位
の

方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

�

（
上
木
）

人
が
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
通
し
て
利

用
で
き
る
。
申
請
に
は
主

治
医
の
意
見
書
が
必
要
で
、

日
頃
か
ら｢

か
か
り
つ
け

医｣

を
持
っ
て
い
る
と
良

い
。
申
請
か
ら
認
定
ま
で

約
１
カ
月
か
か
る
。
か
か

り
つ
け
の
薬
局
も
持
っ
て

い
る
と
薬
の
重
複
が
避
け

ら
れ
て
良
い
。
認
定
調
査

は
74
項
目
。
身
体
能
力

や
認
知
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
。

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
為

に
骨
を
強
く
し
て
骨
折
を

防
ぐ
事
が
肝
要
。

講
し
ま
す
。
受
講
終
了
後

は
公
的
資
格
と
な
り
ま
す
。

緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た

時
、
誰
に
も
心
に
動
揺
が

走
り
混
乱
を
来
た
し
ま
す
。

広
島
市
に
お
け
る
救
急
車

の
現
場
到
着
は（
平
成
30

年
）６
分
～
７
分
か
か
る

そ
う
で
す（
全
国
平
均
９

分
）。
一
刻
を
争
う
現
場
で

は
救
急
車
の
到
着
前
ま
で

が
非
常
に
大
切
な
時
間
帯

で
す
。
会
得
し
た
知
識
や

ス
キ
ル
を
活
か
し
て
冷
静

沈
着
な
初
期
対
応
が
救
命

率
の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

人
の
命
や
尊
厳
を
守
る

た
め
、
一
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
の
積
極
的
な「
普

通
救
命
講
習
」受
講
を
お

願
い
し
ま
す
。�

（
松
川
）

講�　
師　
広
島
市
消
防
局

　
　
　
　
救
急
隊
員
の
皆
さ
ん

参
加
者　
30
人

参加者全体でディスカッション

何歳からでも骨密度は増やせる

新しいスポーツを体験して広める

人工呼吸法の習得

救急車が到着まで９分、
それまでの救命処置がポイント

町
内
会
の
情
報
を
常
時
募
集
中
で
す
。何
か
情
報
が
あ
れ
ば
町
内
会
長・広
報
部
員・広
報
部
長
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
集
会
所
に
は
広
報
部
目
安
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ
ち
ら
に
も
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

広 報 み す ず令和２（2020）年３月号 ⑵



・�新型コロナウイルスが世界中で猛威を振るっています。この調子でいけば東京オリンピック／パラリンピックにも影響が出
る可能性があり、早く収束してくれる事を願うばかりです。

世界の出来事
日本の出来事

20
代
の
頃
、
モ
ー
タ
ー
・

ス
ポ
ー
ツ
レ
ー
ス
に
興
味

を
も
ち
ジ
ム
カ
ー
ナ
に
出

場
、
そ
れ
を
機
に
本
格

的
に
プ
ラ
モ
デ
ル
作
り

を
始
め
た
。
第
１
号
は

１
９
６
７
年
に
ホ
ン
ダ
Ｓ

８
０
０
、
第
１
０
０
１
号
は

２
０
１
９
年
に
ト
ヨ
タ
Ｔ
Ｒ

Ｄ
86
を
制
作
。
50
年
余
り

◆
美
鈴
神
社
の
節
分
祭

�

２
／
１

冬
か
ら
春
へ
季
節
の
大
き

な
変
わ
り
目
を
象
徴
す
る

伝
統
行
事〝
節
分
祭
〟が
好

天
に
恵
ま
れ
て
開
催
。
神
事

の
後
、
美
高
弓
道
部
の
生
徒

さ
ん
４
人
が「
追
儺
弓
神
事
」

で
弓
矢
を
放
っ
て
邪
気
を
祓

い
清
め
福
を
招
く
射
的
を
奉

納
。
恒
例
の
行
事
だ
が
13
ｍ

先
の
的
に
見
事
命
中
す
る
度

に
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が

上
が
っ
た
。
続
い
て
特
設
の

舞
台
か
ら
お
楽
し
み
の
餅
撒

◆�
二
分
の
一
成
人
式

�
（
小
学
４
年
生
）　
２
／
18

成
人
の
二
分
の
一
の
年
齢

で
あ
る
10
歳
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る

行
事
。
会
場
の
体
育
館
に

は
、
子
ど
も
達
の
生
ま
れ

た
頃
と
現
在
の
写
真
、
思

い
出
の
品
、
大
切
に
し
て
い

る
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い

た
。
式
で
は
、
誕
生
か
ら

今
ま
で
の
思
い
出
に
つ
い
て

の「
呼
び
か
け
」や
、
全
員

で「
い
の
ち
の
歌
」な
ど
を

合
唱
し
た
。
ま
た「
未
来
宣

◆�

お
達
者
ク
ラ
ブ
の
自
分

史
講
座�

公
民
館 

２
／
14

自
分
史
講
座
に
65
歳
以

上
の
16
人
が
参
加
。
自
分

史
活
用
推
進
協
議
会
、
多

田
百
合
惠
さ
ん
の
指
導
を

受
け
た
。
講
座
は
①
誰
の

た
め
の
自
分
史
②
何
の
た

め
に
残
す
③
形
を
考
え
る

（
文
章
、
詩
、
写
真
等
）

④
実
技（
１
枚
の
自
分
史

を
書
く
）と
対
話
形
式
で

進
め
ら
れ
た
。
実
技
で
は
、

人
生
の
中
の
出
来
事
を
写

真
と
共
に
取
り
上
げ
、
自

分
の「
思
い
」や「
伝
え
た

い
こ
と
」と
併
せ
て
、
そ

で
１
０
０
０
台
を
越
え
た
。

パ
ー
ツ
の
改
造
や
油
汚
れ

な
ど
を
表
現
す
る
色
塗
り

が
面
白
い
。ま
た
、フ
ェ
ラ
ー

リ
な
ど
名
車
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
も
楽
し
い
と
こ
ろ
。
最

近
、
木
製
の
魚
づ
く
り
も

始
め
た
。
10
月
に
釣
っ
た

鰆（
65
㎝
）を
廃
材
で
制
作
。

木
取
り
、
形
づ
く
り
、
眼
、

口
の
工
夫
や
色
塗
り
で
本

物
に
近
づ
け
る
。
現
在
メ

バ
ル
、
箱
フ
グ
、
鯛
、
カ
ワ

ハ
ギ
な
ど
18
匹
に
な
っ
た
。

関
心
の
あ
る
方
は
一
度
作
品

を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。�

（
石
田
）

き
菓
子
撒
き
が
行
わ
れ
、
集

ま
っ
た
大
勢
の
子
ど
も
達
が

競
っ
て「
福
」を
拾
い
集
め

て
い
た
。
幼･

小･

中･

高
が

揃
う
美
鈴
が
丘
で
は
、
色
々

な
行
事
に
学
校
、
保
護
者
、

地
域
が
連
携
し
て
参
加
協

力
し
町
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

言
」と
題
し
、
将
来
の
夢
を

一
人
ひ
と
り
発
表
し
た
。
と

て
も
緊
張
し
た
様
子
も
見

ら
れ
た
が
、
感
謝
や
命
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。�

（
神
畠
）

の
時
の
両
親
や
周
り
の
人

の
言
葉
も
添
え
た
自
分
史

の
一
例
が
示
さ
れ
た
。
近

年
は「
終
活
」だ
け
で
な
く
、

若
者
も
自
分
の
再
発
見
や

生
き
方
を
考
え
る
手
段
と

し
て
取
り
組
む
人
も
い
る

と
の
こ
と
。
分
か
り
易
い

講
座
で
あ
っ
た
。�

（
石
田
）

国政　忍さん（東五丁目）

プラモデルづくり50年�
から廃材を活かした�
木製の魚づくりへ

衆目の見つめる中の「追儺の儀」

50年余で制作したプラモデ
ル約1000台を陳列している

「はんぶんおとな」♪

１枚の写真から
自分史を書いてみる参加者

2019年10月から制作を始めた木製の
魚18匹　一番大きいのが鰆（65cm）

武田ヶ城登山道での作業

◆�

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
報
告

・�

２
／
２
：
桜
ヶ
丘
入
口

に
河
津
桜
10
本
植
樹
。

一
昨
年
か
ら
南
一
丁
目

の
西
の
斜
面
に
、
桜
30

本
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
250
本

を
植
え
た
こ
と
に
な
る
。

・�

２
／
８
：
鬼
が
城
山
の

中
腹
に
河
津
桜
12
本
を

植
樹
。

・�

２
／
15
：
西
四
丁
目
の

武
田
ヶ
城
登
山
道
に
河

津
桜
14
本
を
植
樹
。

◆�

西
中
央
公
園
の
曲
線
道

路
に
、
減
速
マ
ー
ク
を

表
示

最
も
交
通
事
故
の
危
険

性
高
い
西
中
央
公
園
の
曲

線
道
路
に
、
速
度
抑
制
効

果
の
あ
る
減
速
マ
ー
ク
を

道
路
上
に
表
示
し
た
。
毎

日
の
朝
夕
調
査
結
果
で
、

中
央
車
線
で
の
は
み
出
し

と
ス
ピ
ー
ド
運
転
が
減
少

た
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し

た
。
安
全
運
転
に
は
十
分

心
が
け
事
故
の
無
い
よ
う

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

（
交
通
安
全
協
会
美
鈴
が
丘
支
部
）

町
内
会
の
情
報
を
常
時
募
集
中
で
す
。何
か
情
報
が
あ
れ
ば
町
内
会
長・広
報
部
員・広
報
部
長
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
集
会
所
に
は
広
報
部
目
安
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ
ち
ら
に
も
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

広 報 み す ず 令和２（2020）年３月号⑶



◎
今
月
の
一
句

花
の
雨
臼
杵
石
仏

�

鎮
ま
れ
り

�

キ
ヨ
コ

き
さ
ら
ぎ
句
会

2
月
号
で
の
お
悔
み
欄
の
記

述
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
左

記
通
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
１
／
31�

山
村 

義
雄
様（
76
）東
３

（
正
）
１
／
13�

山
村 

義
雄
様（
76
）東
３

お
詫
び
と
訂
正

第
68
回
広
島
県
交
通
安
全

協
会
主
催「
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
と
作
文
」に
5
人
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。

★
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

・
美
鈴
が
丘
小
学
校
4
年
生

　
宇
田
　
修
梧
さ
ん

・
美
鈴
が
丘
中
学
校
1
年
生

　
若
本
　
美
玖
さ
ん

　
宮
本
　
亮
士
さ
ん

　
西
岡
　
悠
人
さ
ん

・
美
鈴
が
丘
中
学
校
２
年
生

　
岡
本
　
望
心
さ
ん

◆�
美
鈴
が
丘
小
学
校
バ
ン

ド「
Ｍ
ｉ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ
ａ
」

が
楽
市
で
演
奏

昨
年
結
成
以
来
、
モ
ー

ル
街
楽
市
で
演
奏
を
披
露

し
、
今
年
も
３
回
の
演
奏

を
予
定
し
て
い
る
小
学
生

の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
宜
し

く
！

メ
ン
バ
ー
は

・�

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク�

ギ
タ
ー

　
　
天
野
紗さ

良ら　
５
年
生

・�

エ
レ
キ
ギ
タ
ー

　
　
小
松
勇は
や
翔と　
５
年
生

・�

ベ
ー
ス

　
　
寺
本
絢あ
や
奈な　
５
年
生

・�

キ
ー
ボ
ー
ド

　
　
加
藤
莉り

里り　
５
年
生

・�

キ
ー
ボ
ー
ド

　
　
藤
井
絢あ
や
子こ　
５
年
生

・�
ド
ラ
ム

　
　
寺
本
結ゆ
い
奈な　
３
年
生

少し緊張気味に一生懸命演奏しています

綺麗な美鈴が丘を
いつまでも

正しいゴミ出しに
ご協力を
お願いします

愛犬の糞の後始末は飼い主の最低限のマナー

糞を放置→美観・衛生面に悪影響→
子どもの靴などに付く→病原菌が家庭内へ
愛犬は大切な家族です

1
第
41
回
と
ん
ど
の
報
告

　

餅
つ
き
体
験
に
小
学
生
145
人
、
一
般
の
方
30
人

参
加
。
美
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
父
親
委
員
・
児
童
館
・
美

高
書
道
部
・
美
高
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
あ
す

な
ろ
会
」・
ま
ち
協
な
ど
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
祭

り
を
盛
り
上
げ
た
。

2
ま
ち
協･
社
協
～
組
織
体
制
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

①�

青
少
協
は
子
ど
も
育
成
部
と
合
体
し
青
少
協
委

員
と
し
て
活
動
す
る
。
２
／
６
の
会
議
で
活
動

内
容
及
び
組
織
図
を
確
定
。

②�

３
／
１
迄
に
各
町
内
会
の
次
期
役
員
名
簿
提
出

依
頼
。

3
防
犯
組
合

①�

追
加
設
置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
２
ヵ
所
周
辺
に「
防

犯
カ
メ
ラ
作
動
中
」の
幟
旗
を
配
置
し
抑
止
力

ア
ッ
プ
に
繋
げ
る
。

②�

青
パ
ト
隊
は
現
在
13
台
。
新
し
い
マ
グ
ネ
ッ
ト

表
示
板
を
装
着
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
中
。

4
青
少
協

　
「
こ
ど
も
110
番
の
家
」の
方
々
に
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
配
布･

説
明
し
て
再
確
認
。
納
得
し
て
取
り
組

ん
で
頂
く
。

5
公
衛
協

　

３
／
２
美
中･

美
小
合
同
の
地
域
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動「
ふ
れ
あ
い
清
掃
活
動
」を
実
施
予
定
。

6
民
児
協

①�「
民
生
委
員･

児
童
委
員
だ
よ
り
」を
各
戸
配
布
し

た
。
今
回
は
16
人
中
11
人
が
入
れ
替
わ
る
大
異

動
に
な
っ
た
。

②
貼
り
替
え
の
出
来
て
い
な
い
掲
示
板
の
改
善
を
。

7
そ
の
他

　

南
４
丁
目
町
内
会
長
よ
り
、
南
第
５
公
園
付
近

で
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報
が
複
数
回
寄
せ
ら
れ
て

お
り
危
険
。
ま
ち
協
と
し
て
行
政
と
の
連
携
で
駆

除
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

２月度まちづくり協議会２月定例役員会報告（２月２日）

大切な我が子がご近所迷惑な犬
にならぬよう、きちんとマナー
を守りましょう‼

■
お
知
ら
せ
・
催
し

３
月
12
日
㈭

◦
中
学
校
卒
業
証
書 

授
与
式

３
月
19
日
㈭

◦
小
学
校
卒
業
証
書 

授
与
式

３
月
21
日
㈯

◦
サ
ム
エ
ル
こ
ど
も
の
園

卒
園
式

３
月
27
日
㈮

◦
口
腔
指
導
講
座

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

４
月
12
日
㈰

◦
ま
ち
づ
く
り 

協
議
会
総
会

お
く
や
み

１
／
29�

清
水
ミ
ヨ
コ
様（
94
）東
5

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

広 報 み す ず令和２（2020）年３月号

編
集

美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
広
報
部

発
行

美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

発
行
日

令
和
２（
２
０
２
０
）年
３
月
６
日

第 473号
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